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　動物の卵母細胞は減数分裂に伴い非対称に分裂し、配偶子となる卵細胞と極体を形成する。この非対称な細胞分裂は、受精後の胚発生に必須な
母性因子を最大限保持することに貢献する。
　卵が非対称分裂を達成するためには、分裂装置である紡錘体が細胞膜直下に局在することが重要である。哺乳類の卵減数分裂研究で広く用いら
れているラボマウス（Mus musculus）の卵では、紡錘体は細胞質流動の力によって細胞膜近傍に局在を維持する。これは、紡錘体極から伸長
した星状微小管により細胞膜と結合する体細胞分裂とは明確に異なるしくみである。しかし、ラボマウス以外の哺乳類卵における紡錘体の局在機
構は十分に研究されておらず、細胞質流動による卵紡錘体の局在機構が進化的に保存されているのかは未知であった。本研究では、ラボマウスと
は約2,500万年前に分岐したペロミスカスマウス（Peromyscus mouse）、さらにはウシやブタの卵を用いて、細胞生物学的なアプローチに
よりこれら種間における紡錘体の形状やダイナミクスを詳細に解析中である。興味深いことに、ペロミスカスマウス卵の紡錘体はブタやウシ卵と
同様にラボマウス卵の紡錘体よりも有意に小さく、また、そのサイズはヒト卵にも似ていた。さらに、ペロミスカスマウス卵では、紡錘体の細胞
膜近傍への局在は細胞質流動に依存せず、代わりに星状微小管により維持されている可能性が示された。本セミナーでは、我々の最新の成果から
見えてきた紡錘体の局在機構の進化的多様性とともに非モデル生物を研究することの重要性について議論したい。
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